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�

△
５
０
０
万
円

令
和
５
年
度
飯
綱
町
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）	

	
	

―
可
決

　
３
５
２
万
２
千
円
を
増
額
し
、

６
１
２
７
万
６
千
円
と
す
る
も

の
。
人
件
費
補
正
に
よ
る
も
の
。

令
和
５
年
度
飯
綱
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）	

―
可
決

　
６
３
０
万
１
千
円
を
増
額
し
、

１
億
８
４
６
２
万
５
千
円
と
す

る
も
の
。

歳
出

･�

保
険
料
納
付
金�

�
�

６
３
０
万
１
千
円

令
和
５
年
度
飯
綱
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）	

―
可
決

　
２
８
２
万
円
を
増
額
し
、
14

億
７
１
３
８
万
３
千
円
と
す
る

も
の
。

歳
出

･�

職
員
給
与
関
係
経
費�

�
�

△
１
３
０
万
円

･�

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
事
業�

�
�

４
１
２
万
円

用
は
、
年
間
の
期
末
手
当
の
支

給
月
数
を
０
・
０
５
月
分
引
き

上
げ
る
。

飯
綱
町
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

	

―
可
決

　

子
育
て
世
代
の
負
担
軽
減
、

次
世
代
育
成
支
援
等
の
観
点
か

ら
出
産
被
保
険
者
に
係
る
産
前

産
後
期
間
の
国
民
健
康
保
険
税

の
免
除
規
定
が
創
設
さ
れ
た
。

そ
れ
に
伴
う
関
係
法
令
の
整
備
。

�

（
関
連
の
予
算
補
正
は
３
p
）

補
正
予
算

令
和
５
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）		

	

―
可
決

　
５
８
８
４
万
４
千
円
を
増
額

し
、
94
億
１
８
１
７
万
３
千
円

と
す
る
も
の
。

債
務
負
担
行
為
補
正		

追
加

･�

可
燃
及
び
資
源
ご
み
収
集
運

搬
業
務
委
託�

３
３
７
３
万
円

地
方
債
補
正		

限
度
額
変
更
及

び
廃
止

･�

合
併
特
例
事
業�

�
�

△
４
２
０
万
円

･�

過
疎
対
策
事
業
債�

�
�

△
１
０
５
０
万
円

･�
緊
急
浚
渫
推
進
事
業
債��

飯
綱
町
議
会
の
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例	

―
可
決

飯
綱
町
特
別
職
の
職
員
で
常

勤
の
者
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例	

―
可
決

　
こ
れ
ら
２
つ
の
条
例
は
、
人

事
院
勧
告
に
準
じ
た
改
正
。
年

間
の
期
末
手
当
の
支
給
月
数
を

０
・
１
月
分
引
き
上
げ
る
。

飯
綱
町
一
般
職
の
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例　
―
可
決

　
人
事
院
勧
告
等
に
準
じ
た
改

正
。
民
間
給
与
と
の
格
差
を
解

消
す
る
た
め
の
月
例
給
の
改
定
。

　
初
任
給
を
始
め
若
年
層
に
重

点
を
置
い
た
給
料
月
額
の
引
き

上
げ
及
び
年
間
の
期
末
手
当
の

支
給
月
数
の
０
・
１
月
分
引
き

上
げ
（
再
任
用
以
外
）。
再
任

条
　
例

飯
綱
町
行
政
手
続
に
お
け
る

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号

の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報

の
提
供
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
―
可
決

　
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
う
も
の
。
定
義
の

新
設
、
条
項
ず
れ
及
び
文
言
等

の
一
部
修
正
。

飯
綱
町
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例	

―
可
決

　
令
和
６
年
４
月
１
日
の
飯
綱

町
水
道
事
業
の
一
本
化
に
伴
い
、

給
水
区
域
、
給
水
計
画
人
口
、

１
日
最
大
給
水
量
を
定
め
た
条

例
の
内
容
を
変
更
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
。

水道事業、一本化に向けて歩みだす
� 水道管の相互接続は、未定

　
国
が
進
め
る
Ｄ
Ｘ
に
伴
う
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
用

い
た
初
の
議
会
と
な
り
、
11
月
29
日
か
ら
12
月

14
日
ま
で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た
。

　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例
６
件
、
補
正
予
算
８
件
、
そ
の
他

18
件
。
32
件
す
べ
て
原
案
通
り
可
決
し
た
。

　
陳
情
は
、
２
件
採
択
、
１
件
不
採
択
と
し
た
。

12
月
定
例
会

第 73 号（2）

定
例
会



令
和
５
年
度
飯
綱
町
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

	

―
可
決

　
資
本
的
収
入
と
支
出
を
そ
れ

ぞ
れ
１
６
０
０
万
円
を
増
額
し
、

資
本
的
収
入
は
２
億
７
８
０
４

万
円
、
資
本
的
支
出
は
３
億
９

７
０
８
万
９
千
円
と
す
る
も
の
。

　
病
棟
空
調
設
備
の
大
規
模
改

修
の
た
め
。

令
和
５
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）　

	

―
可
決

　
１
億
５
２
０
３
万
７
千
円
を

増
額
し
、
95
億
７
０
２
１
万
円

と
す
る
も
の
。

主
な
歳
出

･�

非
課
税
世
帯
等
臨
時
特
別
給

付
金
事
業�

６
５
１
０
万
円

･�

予
備
費�

�
�

�

３
８
５
８
万
４
千
円

･�

減
債
基
金
積
立
金�

�
�

１
９
９
５
万
２
千
円

令
和
５
年
度
飯
綱
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）　
―
可
決

　
47
万
９
千
円
を
増
額
し
、
13

億
６
１
０
３
万
９
千
円
と
す
る

も
の
。

歳
出

･�

総
務
費�

46
万
円

･�

普
通
交
付
金
返
還
金�

�
�

８
９
６
万
円

･�

予
備
費�

△
８
９
５
万
円

令
和
５
年
度
飯
綱
町
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

	

―
可
決

　

１
６
０
０
万
円
を
増
額
し
、

24
億
３
０
６
２
万
２
千
円
と
す

る
も
の
。

収
益
的
収
入

･�

入
院
収
益�

�
�

�

△
２
億
５
０
０
０
万
円

･�

他
会
計
負
担
金�
�

�

２
億
６
６
０
０
万
円

収
益
的
支
出

･�

光
熱
費�

１
６
０
０
万
円

そ
の
他

令
和
４
年
度
飯
綱
町
教
育
委

員
会
事
務
の
管
理
及
び
執
行

状
況
の
点
検
及
び
評
価
の
報

告
に
つ
い
て

飯
綱
町
農
業
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
（
議
案
85
号

か
ら
１
０
０
号
ま
で
）　		

	

―
同
意

（
85
号
）
土
屋�

明
美
氏

（
86
号
）
中
嶋�

映
男
氏

（
87
号
）
山
田�

豊
氏

（
88
号
）
鈴
木�

弘
氏

（
89
号
）
松
澤�

薫
氏

（
90
号
）
高
橋�

明
彦
氏

（
91
号
）
清
水�

広
光
氏

（
92
号
）
増
田�

賢
一
氏

（
93
号
）
相
澤�

芳
昭
氏

（
94
号
）
山
浦�

英
雄
氏

（
95
号
）
小
野�

久
則
氏

（
96
号
）
町
田�

勝
治
氏

（
97
号
）
太
田�

真
由
美
氏

（
98
号
）
小
林�

繁
美
氏

（
99
号
）
藤
原�

奈
緒
美
氏

（
100
号
）
飯
島�

浩
文
氏

陳
情

「
健
康
保
険
証
」
の
存
続
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求

め
る
陳
情	

―
採
択

　
９
月
定
例
会
の
常
任
委
員
会

で
継
続
審
査
と
な
り
、
審
査
の

結
果
、
不
採
択
と
な
っ
た
も
の

陳
情
人
：
長
野
県
保
険
医
協
会		

	
会
長　
宮
沢
裕
夫
氏

　
シ
ス
テ
ム
上
の
ト
ラ
ブ
ル
の

た
め
、
医
療
事
故
や
経
済
的
負

担
に
よ
り
受
診
困
難
と
な
る
だ

け
で
な
く
、
寝
た
き
り
や
認
知

症
等
の
方
々
の
人
権
が
侵
害
さ

れ
る
恐
れ
が
あ
る
。
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
だ
れ
も
が
安
心
し
て

受
け
ら
れ
る
「
国
民
皆
保
険
」

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
存
続
を
求

め
る
も
の
。

賛
成
討
論

	

伊
藤	

ま
ゆ
み

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
は
、
任
意
で
あ
る
。
健

康
保
険
証
は
、
定
期
的
に
発

行
さ
れ
、
手
元
に
届
く
仕
組

み
が
整
え
ら
れ
て
い
る
。
弱

い
立
場
の
人
や
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
に
慎
重

な
人
の
生
活
を
守
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

▶�

問
題
を
抱
え
た
ま
ま
進
む
健
康

保
険
証
の
廃
止

介
護
保
険
制
度
の
改
善
、
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

の
陳
情
（
一
部
採
択
）	

	
	

―
不
採
択

　
本
案
件
は
、
常
任
委
員
会
で

第
1
項
の
み
の
一
部
採
択
と
な

っ
た
も
の

陳
情
人
：
長
野
地
区
社
会
保
障

推
進
協
議
会　

		
	

	
会
長　
菅
田
敏
夫
氏

　
費
用
負
担
の
増
加
と
人
材
不

足
の
た
め
、
利
用
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
社
会
保
障
費
を
増
加
、

介
護
制
度
を
見
直
し
、
介
護
従

事
者
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
も

の
。

１�

．
社
会
保
障
費
を
増
や
し
、

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
な

見
直
し
を
行
う
こ
と

２�

．
介
護
保
険
の
利
用
に
新
た

な
困
難
を
も
た
ら
す
見
直
し

を
実
施
し
な
い
こ
と

３�

．
介
護
報
酬
を
引
き
上
げ
、

利
用
料
負
担
の
軽
減
な
ど
の

対
策
を
講
じ
る
こ
と

４�

．
全
額
公
費
に
よ
る
す
べ
て

の
介
護
従
事
者
の
給
与
を
全

産
業
平
均
ま
で
引
き
上
げ
、

介
護
従
事
者
を
増
や
す
こ
と

反
対
討
論

	

伊
藤	

ま
ゆ
み

　

介
護
保
険
制
度
は
、
３
年

毎
の
改
正
（
改
悪
）
で
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
実
態
が
広
が
り
、
事
業
所

の
経
営
も
大
変
厳
し
く
な
っ

て
い
る
。
今
回
の
陳
情
は
全

部
採
択
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
実
感
し
て
い
る
。

	

中
井	

寿
一

　
基
本
的
に
、
陳
情
者
本
人

（3）長野県　飯綱町議会だより

定
例
会



の
了
解
な
し
に
一
部
採
択
を

す
る
の
は
お
か
し
い
。
了
解

が
な
け
れ
ば
原
案
ど
お
り
採

択
か
不
採
択
に
す
る
べ
き
。

	

清
水	

満

　

こ
の
陳
情
は
、
国
に
対
し

介
護
保
険
制
度
の
改
善
、
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求

め
る
４
点
の
陳
情
で
あ
る
。

し
か
し
、
常
任
委
員
会
の
判

断
は
、
意
見
書
の
４
点
の
う

ち
１
点
の
み
の
一
部
採
択
で

あ
る
。
陳
情
者
は
全
文
採
択

を
希
望
、
よ
っ
て
反
対
と
し

た
。

介
護
保
険
制
度
の
改
善
、
介

護
従
事
者
の
処
遇
改
善
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

の
陳
情
（
原
案
通
り
）	―
採
択

　
一
部
採
択
が
否
決
に
な
っ
た

た
め
、
改
め
て
本
会
議
で
原
案

通
り
採
択
し
た
も
の

陳
情
人
：
先
に
同
じ

政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘

行
為
の
自
粛
を
求
め
る
陳
情

	

―
不
採
択

陳
情
人
：
政
党
機
関
紙
の
庁
舎

内
勧
誘
行
為
の
自
粛
を
求
め
る

長
野
県
民
の
会		

	
	

会
長　
黒
田
晃
吉
氏

　
議
員
の
立
場
を
利
用
し
て
政

党
機
関
紙
の
購
読
を
強
要
し
て

い
る
事
例
が
散
見
さ
れ
る
た
め
、

こ
れ
の
自
粛
を
求
め
る
も
の
。

反
対
討
論

	

渡
邊	

千
賀
雄

　

議
員
の
政
治
活
動
は
自
由

で
あ
り
、
議
会
で
は
議
会
基

本
条
例
に
基
づ
き
活
動
し
て

い
る
。
政
党
の
機
関
誌
の
発

行
・
配
布
も
制
限
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。
場
所
等
は
常

識
で
対
応
す
る
の
は
当
然
だ
。

「
長
野
県
民
の
会
」
か
ら
の
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
だ
と
感
じ
る
。

	
中
井	
寿
一

　

議
員
の
立
場
を
利
用
し
て

政
党
機
関
紙
を
斡
旋
す
る
こ

と
は
、
飯
綱
町
庁
舎
管
理
規

則
第
６
条
２
項
で
明
確
に
禁

止
さ
れ
て
い
る
の
で
、
わ
ざ

わ
ざ
陳
情
を
取
り
上
げ
る
こ

と
は
不
要
で
あ
る
。

第
３
回
臨
時
会

　
10
月
19
日
に
開
催
さ
れ
た
。

補
正
予
算
１
件
、
そ
の
他

１
件
、
す
べ
て
原
案
通
り

可
決
さ
れ
た
。

補
正
予
算

令
和
５
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）		

	

―
可
決

　
８
４
９
万
９
千
円
を
増
額
し
、

90
億
９
３
２
万
９
千
円
と
す
る

も
の
。

･�

災
害
復
旧
費�

�
�

�

１
６
３
７
万
1
千
円

･�

予
備
費�

�
�

�

△
７
８
７
万
２
千
円

そ
の
他

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て	

―
可
決

　
令
和
５
年
度　
飯
綱
町
「
い

い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」

３
階
フ
ロ
ア
の
改
修
工
事

･�
契
約
方
法　
一
般
競
争
入
札

･�
契
約
金
額　
９
３
７
２
万
円

相
手
方　
高
木
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長��

高
木�

正
雄

第
4
回
臨
時
会

　

11
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
。

補
正
予
算
１
件
、
そ
の
他

２
件
、
す
べ
て
原
案
通
り
可

決
さ
れ
た
。

補
正
予
算

令
和
５
年
度
飯
綱
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）		

	

―
可
決

　

３
億
５
千
万
円
を
増
額
し
、

93
億
５
９
３
２
万
９
千
円
と
す

る
も
の
。
ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

金
の
増
額
と
病
院
施
設
費
の
補

助
に
よ
る
。

歳
入

･�

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金��

�

２
億
円

･�

財
政
調
整
基
金
繰
入
金��

�

△
１
億
５
千
万
円

歳
出

･�

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
・
事
業

費�

15
万
円

･�

病
院
施
設
費�

２
億
円

▶�
未
だ
ま
だ
続
く
受
診
者
減
、エ
ネ

ル
ギ
ー
高
騰
、老
朽
化
の
飯
綱
病

院
。ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
中
。

出展：ふるさと納税サイト

▶�

好
評
が
続
く
訳
あ
り
り
ん
ご

人
事
案
件		

２
件	

―
同
意

監
査
委
員
の
選
任

�

渡
邉�

千
賀
雄��

氏

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

�

宮
島�

千
幸��

氏

反
対
討
論

	

小
林	

文
廣

　

住
民
が
町
行
政
の
財
務
会

計
上
の
行
為
に
違
法
又
は
不

当
な
行
為
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
、
監
査
委
員
に
対
し
て

監
査
を
求
め
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
請
求
で
き
る
。

　

識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち

か
ら
選
任
す
る
べ
き
。

第 73 号（4）

定
例
会・臨
時
会



令和５年度　12月定例会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成 ●反対）

議　　案　　名 表決
結果

議案第77号
飯綱町行政手続における特定の個人を識別するための
番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及
び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する
条例

可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第78号 飯綱町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する
条例 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第79号 令和５年度飯綱町一般会計補正予算（第６号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第80号 令和５年度飯綱町訪問看護ステーション特別会計補正
予算（第２号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第81号 令和５年度飯綱町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第82号 令和５年度飯綱町介護保険事業特別会計補正予算
（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第83号 令和５年度飯綱町病院事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第84号 財産の取得について 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第85号
～91号 飯綱町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第92号 飯綱町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ○ －
議案第93号
～99号 飯綱町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第100号 飯綱町農業委員会委員の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ －

議案第101号 飯綱町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第102号 飯綱町特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条
例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第103号 飯綱町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第104号 飯綱町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第105号 令和５年度飯綱町一般会計補正予算（第７号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第106号 令和５年度飯綱町国民健康保険事業特別会計補正予
算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第107号 令和５年度飯綱町病院事業会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情第６号 「健康保険証」の存続に関する意見書の提出を求める
陳情書 採択 ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● －

陳情第７号
（一部採択）

介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改善を求める
意見書提出についての陳情 不採択 ● ● ● ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○ －

陳情第７号 介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改善を求める
意見書提出についての陳情 採択 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● －

陳情第８号 政党機関紙の庁舎内勧誘行為の自粛を求める陳情 不採択 ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● －

発議第８号 介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改善を求める
意見書案 否決 ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ● ● ● ○ －

発議第９号 「健康保険証」の存続を求める意見書案 可決 ○ ○ ● ● ○ ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● －

発議第10号 介護保険制度の改善、介護従事者の処遇改善を求める
意見書案 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● －

※議案85～91、93～99号については、一括して表記してあります。

令和５年度　第３回臨時会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成 ●反対）

議　　案　　名 表決
結果

議案第72号 令和５年度飯綱町一般会計補正予算（第４号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第73号 工事請負契約の締結について 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度　第４回臨時会　議案に対する各議員の賛否結果　（〇賛成 ●反対）

議　　案　　名 表決
結果

議案第74号 令和５年度飯綱町一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第75号 監査委員の選任について 可決 ○ ○ ● ○ 除斥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
議案第76号 教育委員会委員の任命について 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
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飯綱町議会委員会等構成
議　　　長 青山　�弘 副　議　長 原田�幸長

委員会名等 定数 上段：委 員 長
下段：副委員長 委　　　員

総務産業常任委員会 7名 中島�和子
中井�寿一

小林�文廣� 渡邉�千賀雄� 風間�行男
清水�滿� � 大川�憲明�

福祉文教常任委員会 7名 瀧野�良枝
樋口�　功

三ツ井�忠義� 目須田�修� 石川�信雄
伊藤�まゆみ� 原田�幸長�

予算決算常任委員会 14名 石川�信雄
中井�寿一

三ツ井�忠義� 小林�文廣� 瀧野�良枝� 渡邉�千賀雄�
中島�和子� 樋口�功� � 風間�行男� 目須田�修�
清水�滿� � 大川�憲明� 伊藤�まゆみ� 原田�幸長

議会運営委員会 6名 大川�憲明
樋口�　功 中井�寿一� 瀧野�良枝� 中島�和子� 石川�信雄

議会報編集調査特別委員会 6名 石川�信雄
中井�寿一 三ツ井�忠義� 小林�文廣� 渡邉�千賀雄� 伊藤�まゆみ

議員定数・報酬等調査研究
特別委員会 14名 原田�幸長

瀧野�良枝
三ツ井�忠義� 中井�寿一� 小林�文廣� 渡邉�千賀雄�
中島�和子� 樋口�功� � 風間�行男� 目須田� 修�
石川�信雄� 清水�滿� � 大川�憲明� 伊藤�まゆみ

職　　名 定数 委　　　員
監査委員 1名 渡邉�千賀雄
消防委員会委員 1名 風間�行男
北部衛生施設組合議会議員 5名 青山�弘� � 原田�幸長� 中島�和子� 瀧野�良枝� 樋口�功
北信保健衛生施設組合議会議員 2名 青山�弘� � 瀧野�良枝
長野広域連合議会議員 2名 青山�弘� � 瀧野�良枝
森林・林業活性化促進議員連盟 15名 全議員

　議員のうちから町長が選任または委嘱する職であり議会において推薦された委員

二元代表制の一翼として監視機能を十分に発揮し、町民と共に歩む議
会となるよう、引き続き議会改革に取り組みます。
歴代議長をはじめ先輩議員が作り上げてきた飯綱町議会の伝統を守り
ながら、考え方を変えていくべきところは変えていきたいと思っています。

今年の８月に議員定数・報酬等調査研究特別委員会でアンケート調査を実施しました。そこから読み
取れるのは、議会の活動が住民に見えていないことです。「議場外」の活動の重要性を強く感じています。
新型コロナ感染症の影響を受け、ここ数年「町民と議会の懇談会」を開催していません。町民との対話
で議会活動を「見える化」したいと思います。
最後に、峯村町長はじめ町部局と力を合わせ、住民福祉の向上のために努力してまいります。

議長就任あいさつ
 青山 弘

職　　名 定数 委　　　員
飯綱町表彰委員会 1名 青山�弘
飯綱町人権擁護審議会 1名 伊藤�まゆみ
飯綱町環境審議会 2名 風間�行男� 目須田�修
飯綱町健康づくり推進協議会 1名 目須田�修
飯綱町民生委員推薦会 1名 瀧野�良枝
飯綱町社会福祉協議会理事 1名 瀧野�良枝
飯綱町農業振興協議会 2名 渡邉�千賀雄� 清水�滿
飯綱町総合農政対策協議会 2名 青山�弘� 中島�和子
飯綱町地域農業再生協議会 2名 青山�弘� 中島�和子

職　　名 定数 委　　　員
飯綱町観光開発審議会 2名 中島�和子� 中井�寿一
飯綱東高原観光施設等
管理運営協議会 3名 原田�幸長� 中島�和子�

中井�寿一

飯綱町都市計画審議会 4名 青山�弘� 原田�幸長�
中島�和子� 瀧野�良枝

飯綱町地籍調査推進委員 3名 中島�和子� 中井�寿一�
清水�滿

飯綱町青少年育成町民会議 2名 青山�弘� 瀧野�良枝
飯綱病院事業検討委員会 2名 青山�弘� 瀧野�良枝

議長
青山 弘

副議長
原田 幸長

総務産業常任委員長
中島 和子

福祉文教常任委員長
瀧野 良枝

議会運営委員長
大川 憲明

予算決算常任委員長
石川 信雄

第 73 号（6）

議
会
構
成



清水	憲和さん
（栄町）

９
月
定
例
会
に
引
き
続

き
12
月
１
日
開
催
の
一
般

質
問
を
傍
聴
。
青
山
新
議

長
の
下
、
各
議
員
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
が
配
布
さ
れ

Ｄ
Ｘ
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
会
議
の
始
ま
り
と
な
っ

た
。議

員
の
一
般
質
問
は
１

時
間
が
割
り
当
て
ら
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
９
月
と

合
わ
せ
て
延
べ
11
人
の
内
、

何
人
か
の
議
員
は
30
分
程

度
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、

議
論
が
深
ま
ら
ず
、
町
側

に
と
っ
て
も
緊
張
感
が
出

な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

議
員
活
動
は
、
一
般
質

問
以
外
に
も
、
委
員
会
活

動
や
町
民
か
ら
の
意
見
聴

取
・
日
頃
の
調
査
研
究
等

の
活
動
が
あ
る
と
し
て
も

物
足
り
な
い
感
が
ぬ
ぐ
え

な
い
。

今
回
、
興
味
を
引
い
た

の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
２
０

２
５
年
問
題
」
に
対
す
る

問
題
提
起
で
あ
る
。
団
塊

世
代
全
員
が
後
期
高
齢
者

と
な
り
、
医
療
介
護
費
用

の
増
大
、
労
働
力
不
足
の

顕
著
化
、
と
り
わ
け
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

担
い
手
不
足
等
の
影
響
が

大
と
の
こ
と
で
対
策
が
急

が
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
飯
綱
町
に

と
っ
て
は
、
も
う
一
つ
の

「
２
０
２
５
年
問
題
」
が

あ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
れ

は
、
合
併
後
ち
ょ
う
ど
20

年
目
で
町
長
・
町
議
会
議

員
選
挙
の
年
に
当
た
る
。

町
議
会
議
員
と
し
て
、
あ

る
程
度
の
資
質
は
必
要
で

あ
ろ
う
。
前
回
は
無
投
票
。

さ
て
次
回
は
如
何
に
？

人
口
１
万
人
の
町
で
人

材
発
掘
は
急
務
。
町
民
全

員
の
課
題
で
は
な
い
か
？

と
感
じ
た
次
第
。

もう一つの「2025年問題」

中
なか

井
い

 寿
ひさ

一
かず

  8 ページ
社会増をどう進めるか

石
いし

川
かわ

 信
のぶ

雄
お

  11 ページ
１　人口減少下の区・組の在り方は
２　公共交通の見直しを

渡
わた

邉
なべ

 千
ち

賀
か

雄
お

  9 ページ
１　リンゴ農家支援策、半コンテナ導入を
２　斑尾山地籍の行政界（町村界）の確定は
３　地域医療を守り、利用しやすい飯綱病院を

伊
い

藤
とう

 まゆみ  12 ページ
１　来年度予算の編成方針は
２　選挙の投票率の引上げへ
３　生理の貧困の解消を

樋
ひ

口
ぐち

 功
いさお

  10 ページ
いわゆる「2025年問題」　町の課題は

一般質問  人口減少の中、公共の福祉向上を

•�一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求めるものです。
•�一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
•�一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。
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調
査
会
社
と
の	

	

ギ
ャ
ッ
プ
は

中
井��

民
間
調
査
会
社
の
結
果

は
、
住
み
続
け
た
い
町
第
２
位

だ
っ
た
が
、
実
際
に
は
令
和
３

年
を
除
い
て
社
会
減
が
続
い
て

い
る
。
ど
う
考
え
る
か
。

町
長��

住
み
続
け
た
い
人
以
上

に
、
進
学
・
就
職
・
結
婚
等
に

よ
る
転
出
が
多
い
の
で
は
。

転
入
・
転
出
の
属
性
等
は

中
井��
転
入
者
・
転
出
者
の
属

性
を
分
析
し
た
か
。
分
析
の
結

果
、
ど
う
い
う
対
策
を
と
る
か
。

企
画
課
長��

年
代
別
の
デ
ー
タ

は
あ
る
。
子
育
て
世
代
が
多
い
。

町
長��

今
後
も
子
育
て
支
援
を

更
に
充
実
さ
せ
る
。

中
井��

転
入
元
は
県
内
が
３
分

の
２
、
転
出
先
は
圧
倒
的
に
長

野
市
へ
の
転
出
が
多
い
。
原
因

を
調
査
し
た
か
。

町
長��

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
難

し
い
が
、
人
口
増
対
策
に
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。
若
い
世
代

へ
の
支
援
、
家
賃
補
助
等
も
考

え
て
い
る
。

空
き
家
・
賃
貸
の
確
保
は

中
井��

空
き
家
や
公
営
賃
貸
物

件
は
成
約
率
、
入
居
率
が
高
い
。

さ
ら
な
る
賃
貸
物
件
は
。

町
長��

物
件
が
な
い
こ
と
は
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
教
員
住

宅
の
活
用
も
考
え
て
い
る
。

企
画
課
長��

公
営
は
３
年
間
で

８
戸
の
計
画
が
あ
る
。
民
間
へ

の
補
助
金
は
昨
年
は
２
件
。

中
井��

も
っ
と
建
築
ス
ピ
ー
ド

を
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

町
長��

補
助
金
を
出
す
の
で
民
間

賃
貸
業
者
に
頑
張
っ
て
も
ら
い

た
い
。

知
名
度
向
上
対
策
は

中
井��

「
住
み
た
い
町
」
が
重

要
と
考
え
る
が
、
文
化・芸
術・

教
育
の
面
で
飯
綱
町
の
知
名
度

を
上
げ
る
こ
と
も
重
要
で
は
な

い
か
。

町
長��

人
口
増
対
策
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
知
名
度
向
上
は
重

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
町
の
優

れ
た
子
育
て
支
援
対
策
を
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
。

中
井��

文
化
・
芸
術
・
教
育
面

の
活
動
に
つ
い
て
町
と
し
て
協

力
で
き
な
い
か
。

町
長��

教
育
も
重
要
と
考
え
る
。

例
え
ば
、
大
地
の
よ
う
な
保
育

園
に
つ
い
て
も
工
夫
し
て
宣
伝

し
た
い
。

地
政
学
上
の
課
題
は

中
井��

交
通
の
便
と
自
然
環
境

に
つ
い
て
は
、
長
野
市
や
信
濃

町
に
勝
て
な
い
。
耕
作
放
棄
地

の
転
用
や
交
通
対
策
が
必
要
で

は
。

町
長��

長
野
市
と
の
間
に
は
、

そ
れ
で
も
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
に
は

10
往
復
の
バ
ス
が
あ
る
。
タ
ク

シ
ー
も
含
め
て
さ
ら
な
る
利
便

性
の
向
上
に
努
め
た
予
算
案
を

作
成
中
だ
。

社会増をどう進めるか
		賃貸物件の建築促進
民間への支援を進める

町
長

▲�転出先の内訳（過去１年間）

中井	寿一議員
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125
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須坂市125

東京都
23
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その他
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信濃町8

▲�住み続けたい町第2位も、続く社会減（過去5年間）
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リ
ン
ゴ
農
家
へ
半
コ
ン

テ
ナ（
12
㎏
）の
導
入
を

渡
邉��

重
労
働
か
ら
の
軽
減
と

基
幹
産
業
で
あ
る
リ
ン
ゴ
の
生

産
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
と
い
う
重
要
で
拡
充
が

求
め
ら
れ
て
い
る
分
野
へ
の
投

資
に
も
な
る
。
日
本
一
の
リ
ン

ゴ
の
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
リ
ン
ゴ
の
収
穫
作

業
を
支
え
る
た
め
、
リ
ン
ゴ
の

コ
ン
テ
ナ
（
箱
）
現
在
の
18
㎏

入
れ
か
ら
、
半
コ
ン
テ
ナ
（
12

㎏
）
へ
の
導
入
を
推
進
し
て
は
。

産
業
観
光
課
長��
農
業
従
事
者

の
大
半
が
高
齢
者
で
あ
り
、
か

つ
女
性
従
事
者
の
こ
と

も
考
え
る
と
、
出
荷
作

業
の
負
担
の
軽
減
に
繋

が
る
た
め
、
重
要
な

施
策
の
一
つ
と
考
え
る
。

十
分
検
討
し
て
い
く
。

町
長��

農
家
へ
補
助
を

す
る
か
、
Ｊ
Ａ
部
会
の

負
担
を
少
な
く
す
る
方

法
が
い
い
の
か
検
討
す

る
。

渡
邉��

今
の
コ
ン
テ
ナ

と
の
引
き
換
え
に
、
支

援
策
も
含
め
な
が
ら
導

入
を
進
め
て
欲
し
い
。

斑
尾
山
地
籍
の
行
政

界
・
町
村
界
は
確
定
し

て
い
る
か

建
設
水
道
課
長��

国
土
地
理
院

の
地
図
上
で
確
定
し
て
い
る
が

国
土
調
査
で
は
確
定
し
て
い
な

い
。

　
今
後
現
地
で
の
立
会
い
、
ま

た
衛
星
を
使
っ
た
測
量
等
で
確

定
す
る
必
要
が
あ
る
。

渡
邉��

確
定
し
て
い
な
い
と
こ

ろ
は
、
他
に
も
あ
る
か
。

建
設
水
道
課
長��

国
土
調
査
は
、

人
が
い
る
と
こ
ろ
を
中
心
に
行

っ
て
お
り
、
進
ん
で
い
な
い
と

こ
ろ
は
多
く
残
っ
て
い
る
。

地
域
医
療
を
守
り
利
用

し
や
す
い
飯
綱
病
院
を

渡
邉��

現
在
、
病
院
に
は
医
療

相
談
室
と
御
意
見
箱
が
設
置
さ

れ
て
い
る
が
、
機
能
を
果
た
し

て
い
る
か
。

病
院
事
務
長��

医
療
相
談
室
で

は
、
入
退
院
の
相
談
窓
口
、
社

会
復
帰
、
地
域
の
医
療
保
健
福

祉
施
設
と
の
連
携
調
整
等
。

　
意
見
箱
は
外
来
、
２
階
、
３

階
、
４
階
病
棟
の
４
ヶ
所
に
設

置
し
て
お
り
、
毎
月
末
に
回
収
。

　

寄
せ
ら
れ
る
意
見
に
対
し
、

該
当
部
署
で
そ
の
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

　
毎
月
開
催
さ
れ
る
管
理
者
会

議
運
営
委
員
会
に
報
告
し
、
各

部
署
が
共
有
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
。

渡
邉��

医
療
相
談
室
は
、
常
に

開
室
が
大
事
。
相
談
に
応
じ
、

病
院
に
か
か
り
や
す
い
よ
う
に
。

病
院
機
能
の
拡
充
等
は
。

病
院
事
務
長��

関
係
機
関
と
円

滑
に
業
務
が
行
え
る
人
材
育
成

に
努
め
、
公
立
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
を
現
在
策
定
中
。

　
医
師
の
有
給
休
暇
等
、
労
働

環
境
の
整
備
に
努
め
る
。
看
護

師
は
、
欠
員
補
充
が
十
分
と
は

言
え
ず
、
今
の
看
護
師
を
大
事

に
し
て
経
営
強
化
プ
ラ
ン
を
示

し
て
い
く
。

		リンゴ農家支援策
半コンテナ（１2㎏）の導入を
農作業の軽減に充分検討する町

長

▶�

病
院
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
御
意

見
箱
」

▲�気軽に相談できる「医療相談室」

▲�軽い半コンテナで負担軽減を

渡邉	千賀雄議員
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２
０
２
５
年
の	

	
	

高
齢
者
人
口
構
造
は

樋
口��

２
年
後
に
団
塊
の
世
代

の
方
全
員
が
75
歳
以
上
（
後
期

高
齢
者
）
に
な
る
が
、
町
の
人

口
構
造
は
。

企
画
課
長��

現
在
、
町
の
人
口

は
１
万
３
７
０
人
で
、
う
ち
75

歳
以
上
の
人
口
が
２
３
０
５
人
。

そ
の
割
合
は
22
・
２
％
だ
が
、

２
年
後
に
は
２
７
５
３
人
と
な

り
、町
人
口
の
26
・
５
％
と
推
計
。

２
０
２
５
年
問
題		

	

町
の
課
題
は

樋
口��

全
国
的
に
は
左
図
の
と

お
り
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
当
町
で
の
課
題
と
対
策
は
。

町
長��

当
町
で
も
同
様
の
課
題

が
あ
る
。
国
の
交
付
金
等
が
大

き
く
見
直
さ
れ
る
の
で
は
、
と

懸
念
。

病
院
経
営
、
医
療
保
険

	

給
付
等
の
対
策
は

樋
口��

町
立
飯
綱
病
院
に
お
け

る
会
計
の
見
込
み
と
対
策
は
。

病
院
事
務
長��

後
期
高
齢
者
は

増
加
す
る
が
人
口
減
で
、
医
療

の
必
要
度
は
微
増
の
見
込
み
。

作
成
中
の「
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」

で
収
入
増
加
を
目
指
す
。

樋
口��

介
護
保
険
事
業
の
見
込

み
と
対
策
は
。

保
健
福
祉
課
長��

85
歳
頃
に
高

齢
者
の
介
護
認
定
が
増
す
傾
向

に
あ
る
。
そ
の
た
め
２
０
３
５

年
以
降
を
念
頭
に
介
護
計
画
を

作
成
中
。
次
期
第
９
期
介
護
保

険
事
業
計
画
で
は
保
険
料
算
定

で
基
準
保
険
料
が
約
２
０
０
円

増
加
の
見
込
み
。
基
金
の
繰
り

入
れ
を
１
億
２
千
万
円
と
見
込

む
。

　
ま
た
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
生
活
を
最
後
ま
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
内
で
助
け
合
う
、
地
域
包

括
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

さ
ら
に
進
め
て
い
く
。

樋
口��

後
期
高
齢
医
療

特
別
会
計
の
見
込
み
と

対
策
は
。

住
民
環
境
課
長��

保
険

料
は
高
齢
化
等
に
よ
る

医
療
費
増
加
を
反
映
し
、

２
年
に
一
度
引
き
上
げ

を
実
施
。
当
面
、
現
役

世
代
の
負
担
上
昇
抑
制

の
た
め
、
高
齢
者
負
担

率
の
設
定
方
法
を
見
直

す
。
令
和
７
年
度
保
険

料
は
４
年
度
に
比
し
て

４
９
０
０
万
円
増
の
１
億
６
６

０
０
万
円
と
見
込
む
。
歳
出
の

広
域
納
付
金
は
同
年
に
２
億
１

９
０
０
万
円
と
予
想
さ
れ
、
６

４
０
０
万
円
程
度
増
と
見
込
む
。

歳
入
歳
出
い
ず
れ
の
見
込
み
も

被
保
険
者
数
の
増
加
及
び
そ
れ

に
伴
う
総
医
療
費
の
増
大
に
よ

る
も
の
。

　

被
保
険
者
の
健
康
の
改
善
、

生
活
の
質
が
向
上
す
る
取
組
と

し
て
、
特
定
健
診
受
診
を
呼
び

掛
け
、
ま
た
、
必
要
な
治
療
に

よ
る
重
症
化
の
予
防
に
も
取
り

組
む
。

労
働
力
不
足
対
策
は

樋
口��

町
立
病
院
や
町
の
重
要

な
業
務
の
受
託
事
業
者
で
の
人

材
不
足
対
策
に
町
が
積
極
的
に

支
援
を
す
べ
き
で
は
。

病
院
事
務
長��

町
長
が
県
に
医

師
確
保
等
の
要
請
を
行
っ
た
結

果
、
医
師
の
紹
介
を
い
た
だ
き
、

面
接
に
至
っ
た
。
県
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
た
い
。

樋
口��

飯
綱
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
の
人
材
不
足
対
策
と
し
て
、

上
部
団
体
の
県
社
会
福
祉
協
議

会
で
の
採
用
に
よ
る
地
方
社
協

へ
の
出
向
方
法
な
ど
を
提
案
し

て
は
ど
う
か
。

町
長��

検
討
し
た
い
。

いわゆる「２０２５年問題」	 	
	 町の課題は
国の交付金等の大幅見直しを懸念町

長
樋口	功議員

２
０
２
５
年
問
題
と
は
（
全
国
）

　

団
塊
の
世
代
の
方
全
員
が
75
歳
以
上
の
「
後
期
高
齢
者
」
に
な
り
、
少
子

化
と
相
ま
っ
て
様
々
な
課
題
が
発
生
す
る
と
懸
念
。

○
医
療
保
険
給
付
問
題

　
医
療
保
険
給
付
が
総
額
54
兆
円
（
10
年
前
は
40
兆
円
）
に
増
加

○
介
護
問
題

　
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
数
が
増
加
し
、
介
護
人
材
不
足
や
介
護
費
用
が
増
加

○
社
会
保
障
費
の
増
大

　
年
金
、
医
療
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
費
が
総
額
１
４
０
兆
円
と
増
加

○
空
き
家
・
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題

　
高
齢
者
の
持
ち
家
割
合
が
高
い
た
め
、
将
来
、
空
き
家
等
が
増
加

○
労
働
力
不
足

　

�

若
い
世
代
の
人
口
、
出
生
率
の
減
少
が
あ
ら
ゆ
る
産
業
で
労
働
力
不
足
を

も
た
ら
す

団
塊
の
世
代
と
は

　
昭
和
22
年
か
ら
昭
和
24
年

の
３
年
間
に
生
ま
れ
た
世
代

の
方
。
全
国
で
約
８
０
０
万

人
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
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自
治
基
本
条
例	

の
制
定
を

石
川　
飯
綱
町
集
落
振
興
支
援

基
本
条
例
も
あ
る
が
、
飯
綱
町

自
治
基
本
条
例
の
制
定
が
先
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
自

治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
ど
の

よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
か
。

町
長　
自
治
は
行
政
、
人
そ
れ

ぞ
れ
、
地
域
な
り
、
各
々
の
役

割
分
担
を
明
確
に
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
を
促
し
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
も
の
を
基
本
に
し
て

い
る
と
思
っ
て
い
る
。
取
り
組

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
困
る
と
い

う
ほ
ど
の
緊
急
性
は
感
じ
て
い

な
い
。

　
し
か
し
、
住
民
か
ら
制
定
が

強
く
望
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
が

窺
え
る
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た

と
き
に
は
、
対
応
を
考
え
て
い

き
た
い
。

石
川　
早
急
に
作
っ
て
は
。

町
長　
分
か
ち
合
い
の
経
済
学

を
提
唱
し
て
い
る
神
野
直
彦
さ

ん
の
持
論
は
、「
地
方
自
治
は

い
わ
ゆ
る
格
差
と
貧
困
の
解
消

だ
。
こ
れ
を
基
本
に
考
え
て
い

く
行
政
が
な
け
れ
ば
、
私
は
駄

目
だ
と
思
う
」。
そ
れ
を
、
私

も
常
に
大
き
な
目
標
と
し
て
い

る
。

石
川　
過
去
に
住
民
自
治
協
議

会
な
ど
も
考
え
て
い
る
と
答
弁

が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
経
過

は
。

町
長　
三
水
の
４
区
は
一
つ
の

良
い
例
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
お

話
し
す
る
な
り
、
区
長
の
代
表

者
会
議
で
話
を
し
て
い
る
。
ま

た
区
の
役
員
の
な
り
手
が
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
具
体
的
に
、
先
般
、
話

し
た
と
お
り
、
印
刷
物
や
通
知

文
、
下
書
き
等
は
、
代
わ
り
に

職
員
な
り
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
力
を
借
り
て
、
な
る
べ
く

区
の
役
員
さ
ん
の
負
担
を
少
し

軽
く
し
て
い
く
と
い
う
よ
う
な

こ
と
は
積
極
的
に
や
っ
て
い
き

た
い
。

交
通
手
段
の
拡
充
を

石
川　
鉄
道
に
限
ら
ず
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
も
ろ
も
ろ
含
め
て
、

今
後
ど
う
い
う
ふ
う
に
見
直
し

さ
れ
て
い
く
の
か
。

企
画
課
長　
バ
ス
は
、
現
状
の

セ
ミ
デ
マ
ン
ド
方
式
か
ら
フ
ル

デ
マ
ン
ド
方
式
へ
。
ナ
イ
ト
ワ

ゴ
ン
は
フ
ル
デ
マ
ン
ド
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

　
19
時
以
降
の
夜
間
交
通
体
制

や
休
日
交
通
対
策
助
成
は
公
共

交
通
に
よ
る
対
応
で
は
な
く
て
、

町
長
が
言
う
よ
う
に
、
タ
ク
シ

ー
事
業
者
へ
の
支
援
を
実
施
す

る
こ
と
で
、
タ
ク
シ
ー
運
行
を

確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
議
会
要
望
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

タ
ク
シ
ー
も
、
目
下
、
国
の
方

向
性
や
先
進
自
治
体
の
研
究
及

び
検
討
中
で
あ
る
。

人口減少下の区・組の在り方は
区長・組長会で話をしていく町

長

石川	信雄議員

政策３  誰もがあらゆる分野でいきいきと活躍できる環境づくり

課題と方針

地域内外の交流や世代間の交流を深め、みんなで地域の未来を語り合える機
会を確保し、地域づくりの実践的な取組を推進します。
＜重点課題＞
・町や地域の課題の認識･課題解決の取組強化
・地域内外、世代を超えた交流機会の確保
・地域の将来プランや取組への住民の主体的な参加促進

行動目標 地域の行事や集まりに積極的に参加しよう！�
第２次飯綱町総合計画（後期基本計画）��分野６��移住・交流

政策４  拠点をつなぐ交通ネットワークの充実

課題と方針

多様な公共交通機関の有機的な連携を図り、町民の日常生活を支える、効率的
で持続可能な交通体系を構築します。
＜重点課題＞
・買い物など町内の移動のしやすさの向上
・バス路線維持のための事業費増大への対応（利用者の確保）
・高齢化の進展に伴う交通弱者の増加への対応

行動目標 積極的に公共交通を利用し、生活の足をみんなで守ろう！
第２次飯綱町総合計画（後期基本計画）��分野５��安心・健康・福祉
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伊
藤　
来
年
予
算
の
編
成
時
期

と
な
っ
た
が
、
方
針
は
。

町
長　
ハ
ー
ド
か
ら
福
祉
、
医

療
、
教
育
な
ど
ソ
フ
ト
面
を
重

視
し
、
充
実
し
て
い
き
た
い
。

　
基
本
的
に
は
、
格
差
の
な
い

地
域
を
形
成
し
て
い
き
た
い
。

伊
藤　
物
価
高
対
策
は
。

町
長　
国
の
動
向
を
注
視
し
、

弱
者
と
い
わ
れ
る
皆
さ
ん
に
、

町
独
自
で
も
考
え
た
ら
良
い
か

見
極
め
た
い
。

国
保
税
県
統
一
は
い
つ
か

伊
藤　
国
保
税
は
、
自
治
体
で

高
い
低
い
の
差
が
大
変
大
き
い
。

　
県
統
一
へ
の
見
通
し
は
。

住
民
環
境
課
長　
令
和
９
年
度

ま
で
を
目
指
し
て
い
る
。

　
収
納
率
向
上
対
策
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
会
、
検
討
が
さ
れ

て
い
る
。

伊
藤　
飯
綱
町
の
保
険
料
は
、

上
が
る
の
か
。

住
民
環
境
課
長　
標
準
保

険
料
か
ら
若
干
低
め
だ
が
、

実
際
は
こ
れ
か
ら
の
議
論

に
な
る
。

介
護
保
険
料	

	
	

徴
収
を
13
段
階
へ

伊
藤　
介
護
保
険
の
徴
収

を
多
段
階
へ
と
訴
え
て
き

た
が
、
検
討
結
果
は
。

保
健
福
祉
課
長　
国
の
設

定
に
基
づ
き
、
13
段
階
と

し
た
い
。

伊
藤　
町
と
し
て
も
介
護

予
防
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

住
民
も
し
っ
か
り
理
解
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
支
え
る
ス
タ
ッ
フ

の
養
成
が
望
ま
れ
る
が
。

保
健
福
祉
課
長　
効
果
の

検
証
も
し
て
お
り
、

ス
タ
ッ
フ
の
養
成
を

頑
張
っ
て
い
き
た
い
。

飯
綱
病
院
の		

	

経
営
安
定
へ

伊
藤　
病
院
の
経
営

安
定
に
は
、
医
師
、

看
護
師
な
ど
の
ス
タ

ッ
フ
の
確
保
が
欠
か

せ
な
い
。
そ
の
上
で
、

自
費
診
療
の
拡
大
も

考
え
る
べ
き
だ
。
休

診
日
の
土
曜
日
の
検

診
は
で
き
な
い
か
。

事
務
長　
検
診
は
、
病
院
と
し

て
も
強
化
し
て
い
き
た
い
。
土

曜
日
の
検
診
は
検
討
し
た
い
。

投
票
率
の
向
上
を

伊
藤　
投
票
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
意

図
は
。

総
務
課
長　
共
通
投
票
所
の
設

置
と
当
日
投
票
所
の
閉
鎖
時
刻

の
繰
り
上
げ
を
中
心
に
実
施
し

た
。

伊
藤　
期
日
前
投
票
所
を
増
や

せ
な
い
か
。

総
務
課
長　
シ
ス
テ
ム
構
築
の

費
用
面
や
人
員
の
確
保
が
課
題
。

　
期
日
前
投
票
は
、
35
％
を
超

え
て
お
り
、
複
数
設
置
に
つ
い

て
は
検
討
し
た
い
。

生
理
の
貧
困
の
解
消
を

伊
藤　
全
国
的
に
強
め
ら
れ
て

い
る
施
策
で
あ
り
、
自
治
体
と

し
て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
。

教
育
長　
飯
綱
中
学
校
の
養
護

教
諭
か
ら
は
、
貧
困
に
よ
り
生

理
用
品
を
購
入
で
き
な
い
家
庭

は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

�

長
水
の
養
護
教
諭
部
会
で
、

必
要
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
。

来年度予算　編成方針は
		ソフト面の充実で
格差のない町を形成したい

町
長

▲�各投票所から投票箱の到着を待つ開票所

▲�来期の介護計画策定に向け議論

伊藤	まゆみ議員
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あの時の
あの質問

どうなった??

～定例会一般質問答弁の進捗から～

【令和４年12月】

Ｑ   新型コロナウイルス感染症の流行と物価高の下で、
子育て世代の経済状況はとても大変になっている。
全国的にも取り組まれている。学校給食費の無償化を。

Ａ   教育長　�保護者からの声が大きくなれば、考えたい。

【令和５年６月】

Ｑ   新型コロナウイルス感染症の流行と物価高の下で、子育て世代の経済状況はとても大変になっている。�
全国的にも取り組まれている。設置者として学校給食費の無償化の考えは。

Ａ   町長　国がしっかりやらなくてはいけない施策だが、予算編成時に検討したい。

⬇
12月議会の一般会計補正予算に、R6年１～３月までの食材費の50％分が予算化された。

【令和5年6月】

Ｑ   これからの地域活性化と発展についての考えは。

Ａ   集落創生の指導員などを設置し、集落の事務的な面の補完
や集落として事業に取り組む時の助言者などを配置して、
集落の維持を図っていきたい。

⬇
区長組長会で支援の必要な集落から希望を募り、当面は、
地域おこし協力隊員による支援を実施していく。

【令和5年3月】

Ｑ   農業従事者の高齢化、後継者不足への対応は。

Ａ   担い手を確保していくための様々な事業を検討し対応したい。

⬇
町の農業の様々な課題について解決を図っていきたい。農林水産省との人事交流を実施していく。

今後の
対応

今後の
対応

今後の
対応

▲�年々増える集落創生事業参加者（普光寺）

▲�楽しみな給食の時間

（13）長野県　飯綱町議会だより
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飯
綱
町
議
会
で
は
、
令
和
５
年
３
月
よ
り
、
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
に
７
回
の
会

議
を
開
催
し
、
定
数
、
報
酬
問
題
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
第
５
回
の
会
議
で
は
、
全
国
同
規
模
自
治
体
69
か
所
へ
議
員
定
数
・
報
酬
の
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
結

果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
も
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

定
数・報
酬
等
調
査
研
究
特
別
委
員
会

【今後のスケジュール】

視察研修

●1月22日～ 23日
 ①長野県木曽町
 ②岐阜県養老町

特別委員会
●1月下旬～2月中旬
 議会としての素々案について議論

議員研修

●2月下旬
 定数・報酬問題に詳しい大学教授からの研修を
 予定

住民懇談会
●2月中旬～3月上旬
　住民懇談会（８会場）

特別委員会
●３月下旬～6月
 議会としての素案について議論

最終報告
●10月
　議会案を町に上程

議員定数

近隣同規模自治体を
参考にした
26（51%）

計算式による
3（6%）

その他（特別委員会等
設置して決定）
14（27%）

不明
8（16%）

議員報酬

全国町村議長会推奨の
原価方式による
1（2%）

計算式による
0（0%）

近隣同規模自治体を
参考にした
21（41%）

その他
（報酬等審議委員会
答申を受けて）
14（28%）

不明
15（29%）

【
全
国
同
規
模
自
治
体
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

�

（
69
自
治
体
）
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定数と報酬の回答パターンの主なものは、
　◎定数は減、報酬は増（28.7%）
　◎定数は減、報酬は現状維持（17.6%）
　◎定数は現状維持、報酬も現状維持（11.8%）
　◎定数は減、報酬も減（9.6%）
　となっています。

議会や議員活動について、
様々なご意見、批判、要望、
提案等をお寄せ頂きました。
議論の参考にさせて頂き、
今後の議会活動にも
生かしてまいります。

住民アンケート結果の主なものは以下のとおりです（回答数136名・2023．8実施）
平成28（2016）年に実施された住民アンケートとの比較をしています。

2023（全体133）

2023（全体133）

2016（全体104）

2016（全体104）

2023（全体133） 2016（全体104）

2023（全体133） 2016（全体104）

反
映
さ
れ
て
い
る 

7.5
％

増
や
す
べ
き 

40.2
％

現
状
維
持 

31.8
％

減
ら
す
べ
き 

10.6
％

わ
か
ら
な
い 

17.4
％

増
や
す
べ
き 

38.5
％

現
状
維
持 

36.5
％

減
ら
す
べ
き 

5.8
％

わ
か
ら
な
い 

19.2
％

減
ら
す
べ
き 
65.4
％

現
状
維
持 

24.1
％

増
や
す
べ
き 

1.5
％

わ
か
ら
な
い 

9.0
％

減
ら
す
べ
き 

59.8
％

現
状
維
持 

34.3
％

増
や
す
べ
き 

0.0
％

わ
か
ら
な
い 

5.9
％

あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る 

42.9
％

あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い 

25.6
％

反
映
さ
れ
て
い
な
い 

12.0
％

わ
か
ら
な
い 
12.0
％

反
映
さ
れ
て
い
る 

11.5
％

あ
る
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る 

53.8
％

あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い 

19.2
％

反
映
さ
れ
て
い
な
い 

2.9
％

わ
か
ら
な
い 

12.5
％

開
か
れ
て
い
る 

11.1
％

あ
る
程
度
開
か
れ
て
い
る 

52.6
％

あ
ま
り
開
か
れ
て
い
な
い 

19.3
％

開
か
れ
て
い
な
い 

7.4
％

わ
か
ら
な
い 

9.6
％

開
か
れ
て
い
る 

26.9
％

47.1
％

あ
る
程
度

開
か
れ
て
い
る

あ
ま
り
開
か
れ
て
い
な
い 

17.3
％

開
か
れ
て
い
な
い 

2.9
％

わ
か
ら
な
い 

5.8
％

◆ 町民に開かれた議会であると思いますか？

◆ 住民の意見を反映していますか？

◆ 15人の議員定数をどのように考えますか？

◆ 月額17万4000円の議員報酬をどのように考えますか？

（15）長野県　飯綱町議会だより

定
数 
特
別
委
員
会



モニターアンケートにお答えします
�議会だより第72号（9月定例会）�

各議員さんがこの１年間で、どのような活動をされていたのか載せていただきたいです。
各議員の具体的な活動の実績（次回以降の選挙の投票行動の参考にしたいため）
今後も議員さんの活動や意見を参考にしていきたいと思います。
全議員さんの活動報告を詳細に載せて欲しいです。

飯綱町議会として議員研修会など積極的に参加している様子。他町村を参考にしてよりよい
飯綱町になるように議員の皆様に期待していきたい。

毎回感じていることですが、一般質問の議員は町内をくまなく歩き、また、良く勉強をして
いると思っております。これからも大所高所から判断し町政運営に専念していただきたいで
す。

議会だよりは、議会活動全体のことを報告しています。個々の具体的な議員活動・報告は、
各議員が行うべきものと考えます。なお、年間の各議員が行った議員活動等については、『議
会白書』をご覧ください。個々の議員活動については、主に一般質問が注目されます。
一般質問は、政策に取り組み、政策に生きるべき議員にとって、最も華やかで意義のある発
言の場であり、住民からも重大な関心と期待を持たれる、大事な議員活度の場である。（議
員必携）と定義されています。

これからも、研修会や視察
は必要で大事だと考えてい
ます。今、直接現地や会場
に参加しなくてもパソコン
やタブレット等でも、視聴
参加ができます。大いに利
用したり、参考にしていき
ます。� � � � �
他町村の議会からの研修受
け入れも行いながら、参考
にもしています。

一般質問を行うには、それなりの準備と調査等が必要です。また問題点や課題を町民に代わっ
て質問・発言をするわけですから、皆さんからの意見や提案がどうしても必要です。
これからも意見や、こうして欲しい、どうなっているのか、現地を見て欲しい、などお寄せ
ください。

▲�視察研修に、川上村で（議会運営委員会）

第 73 号（16）

モ
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モニターからの意見も一つ一つ採り上げられており問題解決に検討されていると感じました。
町と町民を繋ぐのが議会、町民と議会を繋ぐのが議会モニターなのかなと感じております。
モニターアンケートにおこたえしますのコーナーはとても良いと思います。もっとＱ＆Ａを
お聞きしたいです。

「長野県版街の幸福度ランキング」第３位、「住み続けたい街」第２位…ニュースで耳にしま
したが、具体的な事例と町としての取組等の情報記載を望みます。

「ふるさと振興公社」は残念だが赤字が続く体質である。町長、現場スタッフとしっかり話
し合っていただきたい。経費を見直しても赤字が続くのであれば、この事業の運営を考えな
ければと思う。

モニターの皆さんの声を全部載せられないのが残念です。編集委員会でもなるべく多くを掲
載し、充実させていきたいと思っています。これからも意見・感想をお寄せください。

「日本一女性が住みたくなる町」「住んでいてよかったと実感のできる町づくり」を目指して
います。具体的事例としては、①子育てがしやすい②18歳までの医療費が無料（手数料徐く）
③子育て支援施策の設置（通称みつどんのお家）など④地域の農産物が豊富⑤静かで治安が
いい⑥市内に近⑦買い物に不便がない⑧自然が豊かなど。

農家の高齢化や担い手不足等が進む中で公社は、農家から受託した農地の管理や農産物の加
工・販売、飲食店など農業振興に重要な役割を担っていますが、経営状況は厳しい状況にあ
ります。公社の安定運営に向けて、業務内容のチェックや経営改善に積極的に取り組んでい
きます。

▲みつどんのお家（町民会館の隣） ▲施設内では、子どもと一緒に�楽しめます！

　第 72号 7ページ下から 2段目右側の回答に誤解を招く表現
がありましたので訂正します。回答は教育委員会より。
「先天的な発達障がいの人は一定数いるが、後天的な様々な要因
による人も増えていると言われている。」

訂	正 訂	正
　第 72号 10 ページ下から 2段目
の 5契約の相手方を訂正します。
「株式会社　北部建設
� 代表取締役社長　松橋�洋一」

（17）長野県　飯綱町議会だより
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資
源
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
。

　

�「
総
合
判
断
説
」、
物
の
性
状
、

排
出
の
状
況
、
通
常
の
取
扱
い

の
形
態
、
取
引
価
値
の
有
無
、

占
有
の
意
思
。

廃
棄
物
か
有
価
物
か

･�

法
律
で
は
「
不
要
物
」
が
廃
棄

物
で
あ
り
、「
不
要
物
」
で
あ

る
か
ど
う
か
は
、
利
用
価
値
が

あ
る
か
、
取
引
価
値
が
あ
る
か

と
い
う
、
人
間
の
社
会
及
び
経

済
か
ら
判
断
さ
れ
る
概
念
に
依

存
す
る
。

･�
そ
の
た
め
、
対
象
と
な
る
も
の

を
見
た
だ
け
で
は
、
廃
棄
物
か

有
価
物
か
は
判
断
で
き
な
い
。

･�

判
断
す
る
際
は
「
物
の
性
状
」、

「
排
出
の
状
況
」、「
通
常
の
取

扱
い
形
態
」、「
取
引
価
値
の
有

無
」、「
占
用
者
の
意
思
」
を
総

合
的
に
勘
案
し
て
判
断
す
る
。

廃
棄
物
処
理
法
の
要
点	

	

（
目
的
）

･�
廃
棄
物
の
発
生
抑
制
、
廃
棄
物

　
今
後
、
廃
棄
物
処
理
法
の
趣
旨
を
尊
重
し
、
今
回
の
研
修
を
議
会
活

動
に
反
映
し
て
参
り
ま
す
。

の
適
正
処
理
（
分
別
、
保
管
、

収
集
、
運
搬
、
処
分
、
再
生
等
）

生
活
環
境
の
清
潔
保
全
と
公
衆

衛
生
の
向
上
を
図
る
。

･�

廃
棄
物
と
は
、
ご
み
、
粗
大
ご

み
、
燃
え
殻
、
汚
泥
、
ふ
ん
尿
、

廃
油
、
廃
酸
、
廃
ア
ル
カ
リ
、

動
物
の
死
体
そ
の
他
の
汚
物
又

は
不
要
物
で
あ
っ
て
、
固
形
状

の
も
の
を
い
う
。

･�

エ
シ
カ
ル
（
倫
理
的
）
消
費
。

物
や
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
と
き
に
、

自
分
の
消
費
に
よ
っ
て
誰
か
が

傷
つ
い
て
い
な
い
か
、
環
境
を

破
壊
し
て
い
な
い
か
、
世
の
中

に
与
え
る
影
響
を
考
え
、
よ
り

よ
い
消
費
行
動
を
行
う
こ
と
。

･�

使
い
捨
て
の
物
で
な
く
、
長
く

使
え
る
物
を
選
ぶ
、・
リ
ユ
ー

ス
（
再
使
用
）
製
品
、
リ
サ
イ

ク
ル
製
品
を
選
ぶ
、・
省
エ
ネ

製
品
を
選
ぶ
、・
地
産
地
消
の

商
品
を
選
ぶ
、・
地
元
商
店
街

で
買
い
物
を
す
る
、・
障
が
い

者
就
労
支
援
施
設
な
ど
の
製
品

を
選
ぶ
、・
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド

（
公
平
・
公
正
な
貿
易
）
製
品
、

寄
附
付
き
の
商
品
を
選
ぶ
。

･�

廃
棄
物
と
有
価
物
か
、
鉄
く
ず

は
資
源
と
し
て
認
識
が
一
致
す

る
が
、
廃
プ
ラ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は

道路沿いに目立つ     
 ストックヤードの行方は
廃棄物の適正処理、生活環境の保全、公衆衛生の向上

上水内北部議会協議会研修会　令和５年11月14日　会場	信濃町一茶記念館

「
ご
み
減
量
化・リ
サ
イ
ク
ル
、	

	
	

廃
棄
物
処
理
」

講
義
題

▲�県の出前講座による信濃町議会との研修会

第 73 号（18）
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新しい町づくりへ  私の提案
第33回

一
昨
年
飯
綱
町
に
越
し
て
き
て
、
よ
う
や

く
環
境
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。
自
然
が
豊
か

で
美
味
し
い
空
気
の
中
で
暮
ら
す
生
活
に
と

て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

飯
綱
町
に
は
、
広
い
土
地
と
果
汁
た
っ
ぷ

り
な
リ
ン
ゴ
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
若
者

の
農
業
離
れ
が
目
立
ち
、
農
家
さ
ん
の
高
齢

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
改
善
点
と
し
て
、
若

者
が
農
業
を
実
際
に
行
い
、
就
職
で
き
る
事

業
の
立
ち
上
げ
が
行
わ
れ
る
と
良
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
若
者
特
有
の
ア
イ
デ
ア
や
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
、
Ｉ
Ｔ
を
用
い
た
農
業
の
活

性
化
な
ど
に
よ
り
農
業
と
飯
綱
町
の
発
展
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

リ
ン
ゴ
を
代
表
と
し
た
農
作
物
と
飯
綱
町

の
魅
力
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
取
組
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

日
本
は
出
生
率
が
低
く
な
っ
て
い
て
、
反

対
に
高
齢
者
が
長
生
き
し
長
寿
国
と
な
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
者
が
長
生
き
し
て
い
る
こ
と

は
良
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
伴

い
介
護
が
必
要
に
な
り
、介
護
を
す
る
人（
ヘ

ル
パ
ー
）
が
足
り
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

背
景
が
あ
り
ま
す
。

飯
綱
町
は
他
の
地
域
と
比
較
し
て
介
護
サ

ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。
実

際
に
親
が
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
時

は
、
精
神
的
に
も
大
変
な
介
護
か
ら
一
瞬
で

も
解
放
さ
れ
、
有
意
義
な
一
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
て
お
り
、
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ

て
お
り
ま
す
。
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者

と
な
る
令
和
７
年
以
降
も
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
を
本
格
化
さ
せ
、
介
護
を
必
要

と
す
る
側
も
、
介
護
す
る
側
も
、
生
き
が
い

を
持
ち
、
支
え
な
が
ら
、
自
分
ら
し
く
活
躍

で
き
る
飯
綱
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 介護が充実して

いる飯綱町

三ツ井	善文	さん
（倉井）

農産物と
飯綱町の魅力を

白鳥	陽菜乃	さん
（平出）

コ
ロ
ナ
も
５
類
に
移
行
し
「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
」
か
ら
「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
に
転
換
し
つ

つ
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

町
内
で
も
各
行
事
が
再
開
催
さ
れ
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
各
行
事
が
自
粛
さ
れ
、

数
年
ぶ
り
の
開
催
に
運
営
者
の
方
に
は
大
変

ご
尽
力
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
前
か
ら
の
問
題
で
す
が
、
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
役
員
や
協
力
者

の
担
い
手
が
な
く
、
以
前
と
同
じ
や
り
方
で

は
開
催
が
難
し
く
な
り
、
行
事
の
中
止
な
ど

の
事
態
も
あ
り
ま
す
。

で
す
が
、
地
域
行
事
は
人
と
人
と
の
出
会

い
・
繋
が
り
の
場
に
な
り
得
ま
す
。

ま
だ
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

地
域
の
行
事
を
改
め
つ
つ
、
継
続
可
能
な
新

た
な
形
で
開
催
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
活

性
と
町
づ
く
り
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
行

政
に
は
、
こ
う
し
た
各
地
域
行
事
へ
の
新
た

な
サ
ポ
ー
ト
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

アフターコロナの
地域行事の改善・再開

外山	信忠	さん
（芋川）

（19）長野県　飯綱町議会だより
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自
分
の
暮
ら
し
て
い
る
町
の
課

題
や
問
題
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。「
誰
か
が
解
決
し
て

く
れ
る
は
ず
」
と
い
う
考
え
で

は
な
く
町
民
み
ん
な
で
向
き
合

う
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
改
め

て
思
い
ま
し
た
。

　
30
年
間
の
間
に
赤
ち
ゃ
ん
だ

っ
た
子
ど
も
は
成
人
し
、
今
は

高
齢
の
親
と
同
居
し
て
手
助
け

し
て
い
ま
す
が
、
長
野
市
と
比

べ
る
と
、
飯
綱
町
の
子
育
て
支

援
と
高
齢
者
支
援
は
手
厚
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し

て
い
く
中
、
ど
の
世
代
で
も
暮

ら
し
や
す
い
町
と
は
ど
う
あ
る

べ
き
な
の
か
一
人
ひ
と
り
が
考

え
て
み
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
町宮澤 千秋さん

（福井団地）

　
飯
綱
町
に
住
ん
で
30
年
程
に

な
り
ま
す
が
、
正
直
な
と
こ
ろ

議
会
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
、

モ
ニ
タ
ー
の
機
会
を
い
た
だ
き

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声 

�

■ 3月定例会予定
3月1日～ 3月22日（22日間）
一般質問
3月6日（水）・3月7日（木）
常任委員会
3月8日（金）・3月11日（月）

編集委員
　　発　行　人　　青山� 弘
　　委　員　長　　石川� 信雄
　　副 委 員 長　　中井� 寿一
　　委　　　員　　三ツ井�忠義
　　委　　　員　　小林� 文廣
　　委　　　員　　渡邉�千賀雄
　　委　　　員　　伊藤�まゆみ

飯
綱
町
議
会
基
本
条
例
は
22
条
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
第
19
条
に
議
会
運
営

の
最
高
規
範
と
明
文
化
し
、
飯
綱
町
議
会
は
活
動
し
て
い
ま
す
。

73
号
表
紙
説
明

　
農
家
の
1
月
は
、
寝
正
月
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す

が
、
り
ん
ご
の
作
業
は
、
寒
中

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
剪
定
作
業

は
、
そ
の
１
年
の
出
来
具
合
に

響
く
大
事
な
も
の
で
す
。
た
だ

枝
を
落
と
せ
ば
良
い
訳
で
は
な

く
、
３
年
先
を
見
据
え
て
伸
ば

す
べ
き
枝
は
残
し
ま
す
。

　
飯
綱
町
議
会
は
、
町
民
の
負
託
に

応
え
、
二
元
代
表
制
の
一
方
の
担
い

手
と
し
て
、
町
民
全
体
の
福
祉
の
向

上
を
実
現
す
る
使
命
を
負
っ
て
い
る
。

　
政
府
が
進
め
る
地
域
主
権
の
前
進

に
よ
り
、
自
治
体
の
自
主
的
な
決
定

権
と
責
任
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
。

議
会
は
、
そ
の
持
て
る
権
能
を
十
分

に
駆
使
し
て
、
町
行
政
を
持
続
的
に

発
展
さ
せ
、
地
域
に
お
け
る
民
主
主

義
と
住
民
自
治
の
前
進
に
そ
の
本
来

の
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
た
め
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
に
お
け
る
自
由
か
っ
た
つ
な
議
論

こ
そ
議
会
の
第
一
の
使
命
で
あ
る
。

　
飯
綱
町
議
会
は
、
こ
れ
ま
で
議
会

改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
そ
の

実
践
の
成
果
を
踏
ま
え
、
町
民
と
共

に
築
く
町
を
目
指
し
て
、
こ
の
条
例

を
指
針
に
議
会
活
動
を
広
く
展
開
し
、

町
民
に
信
頼
さ
れ
存
在
感
の
あ
る
議

会
を
築
く
た
め
、
こ
こ
に
「
飯
綱
町

議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
す
る
。

第 

６
条　
議
会
は
、
町
民
と
議
会
と

の
交
流
を
深
め
、
連
携
を
強
め
る

た
め
に
、
多
様
な
形
態
の
「
町
民

と
議
会
と
の
懇
談
会
（
議
会
報
告

会
）」
を
開
催
し
、
広
く
町
民
の

意
見
を
聴
取
し
、
議
会
活
動
に
反

映
さ
せ
る
。

第	

７
条　
議
会
は
、
政
策
提
言
活
動

に
積
極
的
に
取
り
組
む
。
そ
の
際
、

町
民
目
線
で
の
政
策
研
究
の
一
環

と
し
て「
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

を
創
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第	

９
条　
議
会
は
、
災
害
等
が
発
生

し
た
と
き
は
、
飯
綱
町
議
会
災
害

対
策
本
部
を
設
置
す
る
も
の
と
す

る
。

２�　
飯
綱
町
議
会
災
害
対
策
本
部
の

設
置
、
組
織
、
議
員
の
対
応
等
に

つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

第	

20
条　
議
会
は
、
議
会
改
革
の
推

進
を
意
識
的
に
努
力
す
る
。
こ
の

条
例
の
目
的
が
果
た
さ
れ
て
い
る

か
議
会
運
営
委
員
会
及
び
議
会
全

員
協
議
会
に
お
い
て
適
宜
、検
討・

検
証
す
る
。

２�　
議
会
は
、
検
証
の
結
果
、
制
度

の
改
善
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

は
、
適
切
な
措
置
を
速
や
か
に
講

じ
る
。

３�　
議
会
は
、
こ
の
条
例
を
改
正
す

る
場
合
に
は
、
本
会
議
に
お
い
て

改
正
の
理
由
等
を
説
明
す
る
。

４�　
議
会
は
、
議
会
改
革
を
系
統
的

に
推
進
す
る
た
め
に
、
全
国
の
先

進
議
会
へ
の
視
察
、
交
流
等
を
積

極
的
に
取
り
組
む
。

５�　
議
会
は
、
議
会
改
革
推
進
の
た

め
に
相
談
役
を
置
く
こ
と
が
で
き

る
。

りんご畑で見つけた賑やかな通り道

飯
綱
町
議
会
基
本
条
例
（
抜
粋
）

編
集
後
記

　
冬
至  

12
月
22
日
ご
ろ
。
太
陽
が
冬

至
点
を
通
過
す
る
と
き
で
、
北
半
球
で

は
夜
が
最
も
長
く
、
昼
が
最
も
短
く
な

る
。
ハ
マ
ス
「
ガ
ザ
」・
イ
ス
ラ
エ
ル

の
軍
事
衝
突
、
長
い
夜
「
戦
い
」
が
続

い
て
い
る
。
い
つ
夜
が
明
け
る
の
で

し
ょ
う
。 

（
文
）

議
会
っ
て
な
あ
に

第 73 号（20）


